
第 21 回日本都市計画学会中部支部研究発表会の報告 

                        2010 年 10 月 28 日 会場 名城大学天白キャンパス（共通講義棟） 

 

第２１回日本都市計画学会中部支部の研究発表会ならび

にシンポジウムが、平成22年10月28日に名城大学天白キャ

ンパス（共通講義棟）において開催された。午前中の研究発

表会、また午後のシンポジウムには，会員以外の一般市民を

含め、大勢の出席者（研究発表会：３会場合計で約 50～60

名、シンポジウム：約50～60名）が参加して、活発な質疑応

答が行われた。 

１．午前の部（10：00～12：30）・・・研究発表会 

研究発表の件数は、昨年度より多く、合計 19 編の研究発

表が行われた。 

第一会場では、第１セッション（地域の交通）で「リニュ

ーアル事業実施後の三枝鉄道北勢線における輸送人員の増加

要因に関する一考察」（中嶋俊介、他）、「地方部の交通課題に

対する過疎地有償運送による取り組み事例」（中平恭之）、「端

末交通手段としてのカーシェリングとコミュニティサイクル

の活用に関する分析」（平松龍一郎、他）の発表が行われ、第

２セッション（空間利用の意識分析）では「日常的な歩行意

識と歩行状態に関する調査研究」（市橋祐希、他）、「利用者属

性および施設整備現況に基づく駅前広場改善項目の意識」（宮

地祐麻、他）、「東海３県の公営ドックラン整備に関する現状

と利用者の意識」（嶋田善昭）の発表が行われた。また第二会

場では、第３セッション（コミュニティの分析）において「豊

田末野原地区におけるコミュニティ意識に関する研究」（荻野

弘、他）、「商店街コミュニティにおける計画策定プロセスと

コミュニケーション充足によるプロセス合理化に関する考

察」（藤澤徹、他）、「社会ネットワーク分析法を用いた協働型

事業の形成と運営に関する分析」（花田大輝、他）が、第４セ

ッション（交通と安全）では「小学校区の安全マップを活か

した安全安心の道路空間形成に関する研究」（川本義海、他）、

「生活道路における交通静穏化のためのＩＳＡによるドライ

バーの負担評価方法の構築」（松尾幸二郎、他）、「エコドライ

ブ走行時における後続車の行動に関する基礎的分析」（西堀泰

英、他）の各発表が行われた。第三会場では、第５セッショ

ン（都市の自然）において「都市における小規模ビオトープ

（池）の施工方法に関する研究～名城大学構内におけるビオ

トープの実験的政策をとおして～」（大越翔平、他）、「都市内

の小規模ビオトープ（池）におけるゲンジボタルの幼虫から

成虫化に関する研究」（高橋政稔、他）、「街路樹景観の季節に

おける生体反応～脳波・心拍数・血圧・ＳＤ調査における評

価」（加納進）の各発表が、また第６セッション（市町村合併・

土地利用）では「平成の市町村合併と都市計画区域の再編/

全国の都道府県を対象に」（瀬口哲夫）、「生活道路に着目した

合併市町村の取組施策の特徴及び課題に関する研究」（高山純

一、他）、「岐阜都市圏における交通整備と土地利用の変遷に

関する一考察（郭敏、他）、「ALOS/AVNIRⅡの建築物の反射

特性の一考察～正確な都市域の抽出に向けて～」（山本義幸、

他）の発表が行われた。発表内容は、それぞれ様々であるが、

いずれも今日的課題であり、活発な質疑応答が行われた。 

２．午後の部（13：00～16：30）・・シンポジウム 

午後からは、『都市に風・水・緑、そして人～自然との調

和が奏でるゆたかな都市生活～』と題して、「基調講演」（堀

越哲美：名古屋工業大学大学院教授）とパネルディスカッシ

ョン（コーディネーター・・・水尾衣里：名城大学教授、パ

ネリスト・・・山村真司：日建設計総合研究所、松尾直規：

中部大学教授、岡田憲久：名古屋造形大学教授、小島正也：

名古屋市環境局地球温暖化対策室・室長）が開催された。 

基調講演では、都市づくりにおいても「自然の潜在力」を

活かした日本古来の伝統的な技に倣って、都市環境のデザイ

ンをすべきであり、都市の水、緑を活かした「風」の道を作

り上げることが大切であること、また、パネルディスカッシ

ョンでは、大都市におけるヒートアイランド対策が重要であ

り、都市の持つ「自然の力」を如何にして上手く使うか、都

市の水（河川や堀川）と緑（身近な森や林）を如何にして繋

ぐか、水と緑と、そしてそこを流れる風を如何にしてネット

ワーク化するかが、ポイントであるとのまとめがなされた。 

 
写真  午後のシンポジウム 

(文責：高山純一(金沢大学)) 


